
 

 

 

タ ケ の 遺 品 を 市 内 で 確 認   

明 治 31 年 総 会 で 配 布

の 袱 紗 と 判 明  

タ ケ の 遺 品 を 所 蔵 し て い た の

は タ ケ の 母 方 の 直 系 の あ き る 野

市 在 住 者 。 希 望 に よ り 氏 名 等

は 非 公 表 だ が 、 こ の ほ ど 日 本 赤

十 字 社 に よ り 、 詳 細 が 判 明 し

た 。  

遺 品 は 、明 治 3 1 年 に開 かれ

た 「 日 本 赤 十 字 社 第 九 回 総 会 」 の 記 念 品 で 参 加 者 に 配 布 さ れ た

「 袱 紗 ( ふ く さ ) 」 で 、 タ ケ も 病 院 の 職 員 と し て 参 加 し 、 受 け 取 っ た も の

だ と い う 。 袱 紗 に は当 時 の同 社 総 裁 小 松 宮 彰 仁 親 王 の妃 殿 下 の

詠 歌 と 、漢 詩 の一 部 が書 かれている 。  

日 赤 にあ る タ ケ の遺 品 は記 章 と メ ダルのみ 。 「 当 時 の ものが残 っ て

い るのは大 変 価 値 がある 」 と 、 今 回 の遺 品 について話 してい る 。  

 

 

〈 平 成 2 5 年 ４ 月 ５ 日 号 掲 載 〉  

あ き る 野 市 五 日 市 郷 土 館 に 常 設 展 設 置  

 


